
夢清らかに 今庄っ子
～ 今庄小学校 学校だより 第２８号 ～ 令和５年９月２２日

２１日に郡スポーツフェスタが南条小学校で開催されました。スポ
ーツフェスタは
①郡内各小学校の５・６年生が集まり、スポーツ活動を通して仲良く
協力して行動することができるようにすること

②集団活動を通して、円滑な中学校生活をスタートできるよう責任あ
る行動の仕方やマナーを身につけること

を目的として今年度より実施されることになりました。今年度はソフ
トミニバレー・ミニサッカー・ティーボール・ボッチャの４つの種目
を実施しました。競技を始める前に同じチームで活動するメンバーの
中で自己紹介や仲良くなろうゲームを行いました。初めは緊張した様子でしたが、徐々に緊
張もほぐれ柔らかな表情になっていったようです。その後、競技を行うために各会場へ移動
しました。担当の教員から競技についての説明を聞いた後チーム内で練習をしましたが、自
己紹介等をしていたこともありお互いに声を出し合う場面も見られました。練習し少し慣れ
てきたところでゲームが始まりました。ゲームの中では時々素晴らしいプレーが出て、周り
の子から拍手を受け、うれしそうにしている子が見られ、和気あいあいの内に時間となりま
した。今回の活動を通して、名前が分からなくても周りの子が教えてくれうれしかったこと

や仲良く活動できたことで中学校生活が楽しみ
だと感想を話していた子が見られ、目的を達成
することができたのだなと感じました。また今
回のフェスタには学校の職員だけでなく町のス
ポーツ推進員の方にも協力をいただきました。
ありがとうございました。

２２日に５・６年生を対象に「弁護士を活用した『いじめ予防授業 」が』
行われました。この事業は県が行っているもので福井市の神田

。法律事務所 神田芳和弁護士が講師として来てくださいました
今回は「友だちの大切にしていた漫画を借り、それをなくして
しまったことによりいじめが発生し、それが学級内に広まる」
という事例を取り上げ、その中で「加害者 「観衆 「傍観者」」 」
の立場でどうすることが良かったのかをグループで話し合いま
した。子供たちからは「なくした理由を聞く 「相手をゆるす」」
「貸した自分の責任を考える 「周りは面白半分でやらない 「自分は何もされていないの」 」
で無視するのはおかしい 「勇気を出して誰かに相談する」などたくさんの考えを出してい」
ました。講師の方からは 「傍観者はいじめ、
に『小さなＹＥＳ』を送っているのと同じ
だから『小さなＮＯ』を発信することが大
事」との話がありました。
子供たちはこれから生きていく上で過ち

を犯したり、過ちに遭遇したりすることが
出てくることでしょう。そのときどんな言
動を取るのか、どう関わるのかをしっかり
考えてもらえたらと思います。

日に読み聞かせが２１

ありました。

＜読まれた本＞ へろへろおじさん はっけん・はっけん大はっけん！
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